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	特集	 夏に多い皮膚病（仮）元号が変わり，今年も早や上半期の終わりに近
づいてきた．お気づきの読者も多いと思うが，今
年から本誌に新しいコーナーが設けられた．「私
の視点」というもので，リレー形式で継続してい
る．これは，日常診療で不思議に思うことや面白
いと感じた現象などを，臨床写真を添えて自由に
述べていただくコーナーである．読者の先生も，
同様の経験や別の見方があれば，ぜひ声の欄にお
寄せいただきたい．写真を入れて1ページなので
分量は限られているが，その中で執筆者の考えが
うまく伝わり，読者と共有できることを望んでい
る．臨床をやっているなら，日常診療の中で疑問
に思う点や，他人に伝えたいこと，他の先生の意
見を聞きたいと思うことなどが必ずあるはずで，
逆にそれがないと，ただ淡々と診療をこなしてい
るだけになると思う．
もう一つ新しい企画としては，馬場編集委員の

発案によるもので，女性医師の視点に焦点を当て
たもののようである（詳しくは追って発表される
と思うが）．さらに，つい最近のことであるが，出
版社の販売促進部を交えた本誌の変革の話も出て
いる．『皮膚病診療』がハード，ソフト面ともにい
ろいろな面でリニューアルされることになりそう
で楽しみではあるが，基本は読者にとって面白い
雑誌を提供することだと思う．個人的な意見であ
るが，たとえば何か症例を探したいとき，他誌を
みてもなかなか発表されていない疾患がある．そ
んなときに『皮膚病診療』を探したら，もしかした
らあるかもしれないと思っていただけるようにし
たいし，そういう症例を載せるのが，本誌の一つ
の魅力ではないかと思う．特集を組めないなら，
「the case of the month」のコーナーでもよいと思
う．近年雑誌が増えて，同じようなタイトルで同
じ人が別の雑誌に書いているのをみると，いっそ
うそう思うのである． （T.Y.）
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